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法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

東
法
連
女
性
部
会
連
絡
協
議
会

は
3
月
13
日
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
（
新
宿
）
で
全
体
連
絡
会
議
を

開
催
し
た
。
行
動
制
限
が
緩
和
さ

れ
、
４
年
振
り
に
表
彰
式
や
懇
親

会
も
開
催
す
る
運
び
と
な
り
、
約

１
９
０
名
が
出
席
し
た
。

本
年
度
も
「
東
法
連
、
全
法
連

女
連
協
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
の
説
明

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
や
食
品
ロ

ス
等
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
を
図
っ
た
後
、

お
笑
い
芸
人
の
滝
沢
秀
一
氏
を
講
師
に
迎

え
、「
マ
シ
ン
ガ
ン
ズ
滝
沢
と
考
え
る
環

境
問
題
～
ご
み
収
集
の
現
場
で
見
た
食
品

ロ
ス
～
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
た
。

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
選
考
結
果
発

表
で
は
、
飯
村
早
苗
東
法
連
女
連
協
会
長

（
本
郷
法
人
会
常
任
理
事
）
と
村
野
康
司

女
性
部
会
担
当
副
会
長
（
東
村
山
法
人
会

会
長
）
の
挨
拶
後
、
重
藤
哲
郎
東
京
国
税

局
長
を
は
じ
め
来
賓
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

「税に関する絵はがきコンクール」
入賞作品

東法連女性部会連絡協議会

法東 連

【練馬東法人会】
大竹梨央さん（６年生）

優秀賞

【武蔵府中法人会】
篠﨑愛音さん（６年生）

優秀賞

【小石川法人会】安川結惟さん（６年生）

優秀賞

【北沢法人会】塚原愛子さん（５年生）

全法連女連協会長賞・東京国税局長賞

【豊島法人会】長﨑大晴さん（５年生）

東法連女連協会長賞・東京都知事賞

【江東東法人会】真木環志さん（６年生）

優秀賞・東京都主税局長賞

【武蔵野法人会】中釜おりはさん（６年生）

優秀賞

あいさつする村野康司
東法連女性部会担当副会長

あいさつする飯村早苗
東法連女連協会長



2023年（令和5年）4月号 （2）

自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

表
彰
式
に
は
小
池
百
合
子
東
京
都
知

事
も
駆
け
つ
け
、「
絵
を
描
く
こ
と
で

税
と
向
き
合
い
理
解
を
深
め
る
こ
と
は

未
来
を
考
え
る
こ
と
で
も
あ
り
、
子
供

達
に
と
っ
て
大
き
な
力
と
な
る
」
と
挨

拶
し
た
。
最
優
秀
作
品
に
贈
ら
れ
る
全

法
連
女
連
協
会
長
賞
・
東
京
国
税
局
長

賞
に
は
、
北
沢
法
人
会
推
薦
の
塚
原
愛

子
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
、
東
法
連
女

連
協
会
長
賞
・
東
京
都
知
事
賞
に
は
、

豊
島
法
人
会
推
薦
の
長
﨑
大
晴
さ
ん
の

作
品
が
選
ば
れ
た
。

さ
ら
に
、
東
京

都
主
税
局
長
賞
に

は
、
優
秀
賞
５
作

品
の
中
か
ら
、
江

東
東
法
人
会
推
薦

の
真
木
環
志
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
た
。

そ
の
他
、
優
秀
賞
に
は
小
石
川
、
練
馬

東
、
武
蔵
野
、
武
蔵
府
中
の
各
法
人
会

か
ら
推
薦
さ
れ
た
４
作
品
が
選
ば
れ
、

受
賞
者
に
表
彰
状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
た
。

選
考
対
象
の
全
48
作
品
は
会
場
入
口
に

展
示
し
た
。

東
法
連
48
全
単
位
会
が

コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施

本
年
度
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
東
法
連
全

48
単
位
会
が
実
施
し
、
全
応
募
枚
数
は

約
２
万
９
千
枚
に
の
ぼ
っ
た
。入

賞
作
品

の
選
考
は
、

２
月
22
日
開

催
の
第
４
回

東
法
連
女
連

協
役
員
会
に

お
い
て
、
東

京
国
税
局
及

び
、
東
京
都

主
税
局
の
法

人
会
担
当
者

を
は
じ
め
、
女
連
協
役
員
、
顧
問
ら
が

選
考
委
員
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

外
部
選
考
委
員
と
し
て
、
絵
の
専
門
家

の
立
場
か
ら
、
東
京
都
図
画
工
作
研
究

会
顧
問
の
辻
政
博
氏
が
選
考
委
員
を
務

め
た
。

東
法
連
理
事

会
が
３
月
22
日
、

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

で
開
催
さ
れ
、

令
和
５
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
に

つ
い
て
審
議
を
行
な
い
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。

令
和
５
年
度
事
業
計
画
に
お
け
る
活

動
の
基
本
方
針
で
は
、「
法
人
会
の
理

念
の
下
活
動
の
更
な
る
充
実
に
努
め
、

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ

ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防
に

適
切
な
対
応
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
法

人
会
の
原
点
で
あ
る
『
税
』
に
関
す
る

活
動
に
力
点
を
置
き
な
が
ら
、
行
政
と

連
携
し
た
公
益
性
の
高
い
事
業
展
開
に

努
め
る
と
と
も
に
、
法
人
会
活
動
の
活

性
化
の
た
め
、
会
員
増
強
及
び
会
財
政

の
健
全
化
に
つ
い

て
も
一
層
力
を
注

ぎ
諸
施
策
に
取
り

組
む
。」
こ
と
に

な
っ
た
。

令
和
５
年
度
予
算
で
は
、
ほ
ぼ
前
年

度
並
み
の
、
経
常
収
益
合
計
で
約
２
億

円
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
第
11
回
通
常
総
会
は
、
６
月

14
日
に
明
治
記
念
館
で
開
催
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
た
。

報
告
事
項
で
は
、
会
員
増
強
や
福

利
厚
生
制
度
の
推

進
状
況
を
は
じ
め
、

「
税
を
考
え
る
週

間
」、「
確
定
申
告

期
」
の
広
報
施
策
、

租
税
教
育
活
動
や

各
委
員
会
、
部
会

の
実
施
事
業
、
代

表
理
事
、
業
務
執

行
理
事
の
職
務
執

行
状
況
の
報
告
が

あ
っ
た
。

行
政
と
連
携
し
公
益
性
の
高
い
事
業
展
開

令
和
５
年
度
の
事
業
計
画・予
算
を
承
認

東
法
連
理
事
会

東
京
国
税
局
長
賞
─
北
沢
法
人
会
推
薦
作
品

東
京
都
知
事
賞
─
豊
島
法
人
会
推
薦
作
品

東
京
都
主
税
局
長
賞
─
江
東
東
法
人
会
推
薦
作
品

あいさつする
小林栄三会長

令和５年度事業計画・予算を審議する理事会

小池百合子東京都知事と
都知事賞の

長﨑大晴さん（右）

重藤哲郎東京国税局長と
局長賞の

塚原愛子さん（右）

受賞者全員揃って記念撮影



2023年（令和5年）4月号

協力会社機関長等感謝状受賞者
（表彰順・敬称略）

大同生命保険株式会社
≲新契約保障金額部門≳
新宿支社第二営業課 福永　正樹
東京支社第三営業課 小多　崇史
渋谷支社第三営業課 幸村　淳和
東京支社第二営業課 三宅　欣朋
東東京支社第二営業課 松井　秀朗
品川営業部第一営業課 山口　由仁
上野支社第三営業課 赤土　光司
東京支社第四営業課 中橋　伸允
上野支社第二営業課 上野　将義
≲新規加入企業部門≳
東京支社第五営業課 明田　　崇

ＡＩＧ損害保険株式会社
東京キャリアエージェント営業部 林　　学司
東京キャリアエージェント営業部 山本　　渉
東京キャリアエージェント営業部 福島　大輔
西東京支社 清田　啓裕
東京キャリアエージェント営業部 増田　　正
東京第一プロチャネル営業部 小野　和之
東京第二プロチャネル営業部 吉田　大地
東京中央支店 宮地　秀明
東京中央支店 秋山　治彦
東京キャリアエージェント営業部 中嶋　勇仁
アフラック生命保険株式会社
町田支社（前	東京第一支社） 金澤エリーザ
東京第二支社 園田　紫乃
東京第二支社（前	八王子支社） 赤星　和江
八王子支社 鮎川　高広
八王子支社 高橋　麻弥

（3）

法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

東
法
連
は
３

月
６
日
、
新
宿

の
京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
元
国
税
庁

長
官
、
現
信
用
中
央
金
庫
副
理
事
長
の

中
原
広
氏
を
招
き
、
税
制
講
演
会
を
開

催
し
た
。

青
栁
晴
久
税
制
税
務
委
員
長
（
四
谷

法
人
会
会
長
）
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
講

師
の
中
原
広
氏
か
ら
「
リ
ー
ダ
ー
の
た

め
の
決
断
の
ヒ
ン

ト
」
と
題
し
講
演

が
あ
っ
た
。
当
日

は
東
法
連
税
制
税

務
委
員
を
は
じ
め

と
す
る
会
員
と
と
も
に
、
非
会
員
を
含

め
86
名
が
参
加

し
た
。

講
演
で
は
、

い
く
つ
か
の
歴

史
上
の
事
実
か

ら
ト
ッ
プ
の
決

断
を
分
析
し
、

リ
ー
ダ
ー
の
あ

り
方
に
つ
い
て

解
説
し
た
。

令
和
４
年
度

第
３
回
総
務
委

員
会
（
松
本
光

史
委
員
長
・
江

東
東
法
人
会
会

長
）
が
３
月
15
日
、
全
法
連
会
館
で
開

催
さ
れ
、
令
和
５
年
度
東
法
連
全
体
の

事
業
計
画
に
つ
い

て
審
議
し
た
。

初
め
に
、
各
委

員
会
等
が
実
施
し

た
令
和
４
年
度
の
主
な
活
動
内
容
の
報

告
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
令
和
５
年
度

に
お
け
る
東
法
連
の
活
動
基
本
方
針
と
、

各
委
員
会
及
び
青
年
、
女
性
部
会
な
ど

の
事
業
計
画
案
を
総
括
的
に
審
議
し
、

令
和
５
年
度
予
算
案
と
と
も
に
了
承
さ

れ
た
。

東
法
連
は
、
２
月
27
日
、
全
法
連
会

館
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
の
福
利
厚

生
制
度
の
推
進
に
顕
著
な
成
果
を
挙
げ
、

法
人
会
の
「
福

利
厚
生
制
度
創

設
50
周
年
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に

貢
献
し
た
協
力

会
社
の
機
関
長
、

営
業
課
長
等
に

感
謝
状
を
贈
呈

し
た
。

当
日
は
、
受

賞
者
に
加
え
、
大
同
生

命
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
保
、
ア

フ
ラ
ッ
ク
の
協
力
会
社

３
社
の
幹
部
ら
が
出
席

し
た
。

感
謝
状
の
贈
呈
は
、
マ
イ
ス
タ
ー
制

度
と
並
ん
で
、
50
周
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
推
進
策
の
一
つ
で
あ
る
。
協
力
会
社

の
推
進
員
や
代
理
店
等
の
ま
と
め
役
で

単
位
会
の
直
接
の
担
当
で
も
あ
る
機
関

長
、
営
業
課
長
等
を
対
象
に
す
る
こ
と

で
、
よ
り
現
場
に
近
い
サ
イ
ド
の
意
識

を
高
め
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を

期
待
し
て
い
る
。

受
賞
基
準
に
は
25
名
が
該
当
し
、
出

席
し
た
23
名
に
、
東
法
連
の
槇
原
耕
太

郎
専
務
理
事
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
た
。

東
法
連
の
令
和
５
年
度
事
業
計
画
を

総
括
的
に
審
議

総
務
委
員
会

「
福
利
厚
生
制
度
創
設
50
周
年

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」に
貢
献

協
力
会
社
機
関
長
等
に
感
謝
状
等
を
贈
呈

元
国
税
庁
長
官
中
原
広
氏
を

招
き
税
制
講
演
会

テ
ー
マ
は「
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の
決
断
の
ヒ
ン
ト
」

熱心に耳を傾ける参加

感謝状を受け取る大同生命福永正樹氏（左）

あいさつする
松本光史委員長

講演する
中原広氏
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自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

令
和
４
年
度

第
２
回
公
益
事

業
委
員
会
（
南

山
幸
弘
委
員

長
・
豊
島
法
人

会
会
長
）
が
、
３
月
９
日
、
全
法
連
会

館
で
開
催
さ
れ
、
令
和
４
年
度
公
益
関

連
事
業
の
報
告
、
令
和
５
年
度
事
業
計

画
に
つ
い
て
審
議
し
原
案
ど
お
り
了
承

さ
れ
た
。

事
業
計
画
で
は
、
公
益
事
業
活
動
は
、

引
き
続
き
税
を
中
心
と
し
て
行
う
。
租

税
教
育
は
、
関
係

機
関
等
と
連
携
し

て
積
極
的
に
推
進

す
る
。
ま
た
、「
自

主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
に
つ
い
て

は
、
利
用
拡
大
に
向
け
更
な
る
推
進
を

図
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
東
京
都
と
覚
書
を
交
わ

し
て
い
る
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
に
つ

い
て
は
、
都
と
情
報
交
換
を
図
り
な
が

ら
適
切
に
対
応
す
る
。
青
年
部
会
が
進

め
る
「
財
政
健
全
化
の
た
め
の
健
康
経

営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や
女
性
部
会
の「
食

品
ロ
ス
」
な
ど
、
新
た
な
テ
ー
マ
に
つ

い
て
も
各
部
会
や
全
法
連
と
連
携
し
て

取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

「
当
共
済
会
は
昭
和
52
年
10
月
の
設
立

以
来
、
従
業
員
の
福
祉
の
増
進
と
中
小

企
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。
人
出
不
足

感
が
高
ま
る
中
、
退
職
金
制
度
は
人
材

の
確
保
や
定
着
化
の
う
え
で
も
重
要
で

あ
る
。
推
進
員
・
代
理
店
の
皆
様
に
は
、

各
法
人
会
の
役
員
・
事
務
局
の
方
々
と

の
連
携
を
よ
り
密
に
し
て
い
た
だ
き
、

未
加
入
企
業
等
に
対
す
る
加
入
推
進
活

動
を
引
き
続
き
積
極
的
に
展
開
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
」
と
主
催

者
挨
拶
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
壇
上
に
並
ん
だ
受
賞
者
を

司
会
者
が
順
次
紹
介
、
多
摩
支
社
の
大

澤
七
重
氏
（
八
王
子
法
人
会
担
当
）
が

代
表
し
て
小
林
理
事
長
か
ら
感
謝
状
と

副
賞
を
受
け
取
り
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
こ

の
３
年
間
大
変
な
営
業
活
動
に
な
り
、

お
客
様
と
の
面
談
が
難
し
い
時
期
も
あ

っ
た
が
、
ど
ん
な
時
に
も
法
人
会
役
員

の
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
、
推
進
に
全

力
で
努
め
る
こ
と
が
で
き
た
。」
と
受

賞
に
あ
た
っ
て
挨
拶
の
言
葉
を
述
べ
た
。

そ
の
あ
と
来
賓
を
代
表
し
て
大
同
生
命

保
険
の
肥
後
学
執
行
役
員
業
務
本
部
長

が
挨
拶
し
た
。

表
彰
式
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。

な
お
、
表
彰
式
に
先
立
ち
、
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、
令
和
５
年
度
の
事
業
計

画
や
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

公
益
財
団
法

人
東
法
連
特
定

退
職
金
共
済
会

（
小
林
栄
三
理

事
長
）
は
２
月

27
日
、
明
治
記
念
館
で
「
令
和
４
年
度

加
入
推
進
優
績
者
表
彰
式
」
を
開
催
し
、

制
度
委
託
会
社
の

大
同
生
命
保
険
の

優
績
推
進
員
と
代

理
店
あ
わ
せ
て
39

名
に
対
し
感
謝
状
と
副
賞
を
贈
呈
し
た
。

当
日
は
、
受
賞
者
は
じ
め
、
同
社
の

執
行
役
員
業
務
本
部
長
・
支
社
長
等
幹

部
、
各
法
人
会
の
会
長
等
役
員
、
共
済

会
の
理
事
・
監
事
・
評
議
員
ら
約
１
３

０
名
が
出
席
し
た
。

表
彰
式
で
は
冒
頭
、
小
林
理
事
長
が

青
年・女
性
部
会
の
新
た
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も

連
携
し
て
取
り
組
む

公
益
事
業
委
員
会

令
和
４
年
度
加
入
推
進
優
績
者
表
彰
式

推
進
員･

代
理
店
に
感
謝
状
を
贈
呈

東
法
連
特
定
退
職
金
共
済
会

あいさつする
南山幸弘委員長

あいさつする
小林栄三理事長

壇上に並んだ受賞者

感謝状を受け取る大澤七重氏(右）

東法連特定退職金共済制度加入状況
（令和5年1月末現在）

加入事業所数 加入者数
4,519社 35,763人
口　数 積立金額

325,791口 456億円
※	口数：従業員一人につき月額1口（掛金1千円）～30口（掛金3万円）
まで1口（1千円）刻み。積立金額は令和4年11月末現在


